
八
釣
（
や
つ
り
）
を
土
地
の
人
は
、
古
代
か
ら
中
世
ま
で
八
釣
（
や
と
り
）
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
、

古
い
文
献
に
出
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
国
学
者
、
本
居
宣
長
の
旅
日
記
に

や
と
り
村
と
い
ふ
あ
り
、
文
字
に
は
八
釣
と
か
け

ば

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
呼
び
方
は
、
古
代
職
業
名
の
漢
織
（
あ

や
は
と
り
）
を
簡
略
し
た
も
の
だ
と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
。
漢
織
は
呉
織
（
く
れ
は
と
り
）
と
と
も
に

衣
縫
部
（
き
ぬ
ぬ
い
べ
）
と
呼
ば
れ
、
古
代
朝
廷
の
衣
装
一
切
を
織
り
縫
っ
て
い
た
渡
来
人
の
高
級
技

術
者
集
団
で
し
た
。

日
本
書
紀
・
雄
略
記
の
記
録
に

飛
鳥
衣
縫
部

と
あ
り
、
古
事
記
・
顕
宗
段
に

近
飛
鳥
（
ち
か

つ
あ
す
か
）
八
釣
宮

と
出
て
い
る
ほ
か
、
万
葉
集
に
も

八
釣
山

な
ど
と
い
う
、
数
々
の
用
字
が

出
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
古
代
、
天
香
久
山
の
南
と
北
に

八
釣

と
呼
ぶ
地
域
が
あ
り
当
時
、
衣
縫

部
の
人
た
ち
が
住
ん
で
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
南
を

近
飛
鳥

と
呼
び
北
を

下
八
釣

と
し
た
こ
と

も
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

天
香
久
山
の

土
霊

を
祭
る
と
さ
れ
る
畝
尾
坐
健
土
安
（
う
ね
お
に
ま
す
た
け
は
に
や
す
）
神
社

と
、
近
隣
で
有
名
な
八
釣
の
地
蔵
さ
ん
を
祭
る
八
釣
山
・
興
福
寺
も
同
町
に
あ
り
ま
す
。

衣
装
織
り
縫
っ
た
渡
来
人


